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本法における ｢作業量｣は ｢仕事 (作業)の処
理能力｣,｢行動 (活動)のテンポ｣,｢積極性や
意欲｣,｢気働き｣などの高低と深い関係がある






















表 1 UK対 象 者 在 学 年 数 別 内訳
性 別 在 学 年 数
等男 女 3年*1 4年*2 5年*
2 退学*21987年入学者 3 2
8 25 4 0 21988年入学者 1 37 34 0
1989年入学者 2 34 2
9 3 1 3合 計 6 9








































表3 UK 集 計 結 果 一 覧
総 合評価 5群 別 処理能力速度傾向 性格行動の/{ランスかた
よりF=lー司度定型 定型 準定型 罪定型 重皮非定型 水準が高し､ 不足はなし､ し､くらか不足 かなり不足 は不な足だしく A B
C D EUK被検老(人)1987年 14 13 4 0
0 26 5 0 0 0 10 17 4 0 01988年 14 ll 6 7 ll 1 2
3 6 7 01989年 7 19 6 2 2 23 13 0
0 0 7 19 6 2 2被検者総数 35 43 16 9 2 75 29 1
29 49 16 9 2% 33.341.015.2 8.6
1.971.427.6 1.0 0 027.646.715.2 8.6 1.9正規卒業群 30 35 15 7 1 65 22 1 2 39
15 7 1% 34.139.817.0 8.0 1.173.925.0 1.1 0 029.544.417.0 8.0
1.1留年退学群 5 8 1 2 1 10 7 0 0




時に不適切な行動が出やすいE:かたよった特徴が強く､不適切な行動が出やすい特 性 別 傾 向
特 異 傾 向発 動 性 可 変 性 克 進 性 F G H Ⅰ ∫
K L M N 0 P不足 中程皮 過皮 不特定 不足 中程
皮 過皮 不特定 不足 中程皮 過度 不特定5 10 16 0 7
19 5 0 ll 18 2 0 0 1 0 1 0 0 00 0 0 09 18 10 1 10 20 7 1 12 22
2 2 0 1 1 0 0 0 1 6 0 1 010 18 5 3
8 17 7 4 9 18 6 3 0 3 2 0 1 1 4 2 0 1 024 46 31 4 25 56 19 5 32
58 10 5 0 5 3 1 1 1 5 8 0 2 022.943.829.53.823.853.318.14.830.555.29.54.8 4.82.91.01.01.
04.87.6 01.9 019 40 26 3 20 48 16 4 27 48 9 4 0 3 2 1 0 3 5 2
021.645.529.53.422.754.618.24.530.754.610.24.
池本正生,岸下雅通 :学生の資質向上に対する内田クレペ リン精神検査の有用性
表4 UK結 果 と学業 成 績 との関連



























































































































ト 増補改訂版 第13刷.東京 :日本 ･精神技
術研究所 1990:ト122
